
 

 

  

 

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

１０月１日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 1３:30～1４:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

１０月２日(木) 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

金田コミュニティセンター 

１０月３日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１６２号 【令和７年１０月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

 今月の展示 

 行楽シーズンの到来です。旅行はもちろん、毎日の暮らしにも欠かす

ことのできない「乗り物」を特集します。この秋、乗り物でお出かけし

ませんか？ 

【図書館のりもの探検隊】 

 おいしそうな料理が載ったレシピ本や、美しい風景の写真集や旅行記

など、図書館には心を満たしてくれる本がたくさんあります。そんな 

本を集めました。 

【心を満たす○○本】 

《移動図書館巡回日》 
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図書館の本棚より 

いつか愛犬とのお別れがくるとわかっていたから、心の準備 

をしていたつもりだった。でもいざそのときを迎えると、準備 

をしておくなんて私たち家族には無理だとわかった。もう感じることが 

できないぬくもり、家族の中心だった存在の大きさに気づかされた。 

心に空いた穴が癒えない日々を過ごすなか、本書に出合った。本の帯に

ある言葉が胸に深く刺さった。「フレッチがきょう死んだ。あとに残った空

白―彼がいた場所すべて」私の気持ちを代弁してくれている、そう思った。  

ページを読み進めると、ヘレンケラーやオバマ大統領他、古今東西の文

化人のペットへの愛がペットとの写真やストーリーと共に綴られていた。 

同じ悲しみを経験した人たちの思い出、励みになる言葉に、いつか自分

も愛犬がくれた贈り物を胸に前を向いていけるような気がした。（伊藤） 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 

戦下の読書 和田 敦彦 講談社 

ロバのクサツネと歩く日本 高田 晃太郎 河出書房新社 

沈黙を破る 秋山 千佳 文藝春秋 

「腹八分目」の生物学 小幡 史明 岩波書店 

生命と時間のあいだ 福岡 伸一 新潮社 

住まいの昭和図鑑 小泉 和子 エクスナレッジ 

わたしを幸せにする０円生活 田村 ゆに 幻冬舎 

あなたはもう遭難している 羽根田 治 山と溪谷社 

あなたが僕の父 小野寺 史宜 双葉社 

８番出口 川村 元気 水鈴社 

天下の値段 門井 慶喜 文藝春秋 

今日未明 辻堂 ゆめ 徳間書店 

ニュースが消える日 堂場 瞬一 講談社 

まろ丸伊勢参り 畠中 恵 KADOKAWA 

春の星を一緒に 藤岡 陽子 小学館 

夜明けまでに誰かが ホリ―・ジャクソン 東京創元社 

著者は画家で、人気の絵本作家でもある。東京で仕事に追わ 

れる日々を送っていた著者は、あるとき奄美大島を訪ねた。ねっ 

とりまとわりつくような空気が肌に合うと直感でわかった。そして、自然

とともに生き生きと暮らす島の人たちに感動した著者は、移住を決意する。   

この本は、２年の準備期間を経て、旦那のまさし君と４匹の猫とともに

奄美に引っ越し、自らで家を建てて住んだ、島での暮らしの記録である。

ハブをさけての命がけの飲み屋通いや、運動会など地元の行事への参加な

どが、イラストや写真とともにユーモアたっぷりに綴られている。島の人

たちとの繋がりや、ゆったりとした時間の流れが、著者の心を満たし、力

強い作品を生み出す原動力になっているということが伺える。（世古） 

 

『島まみれ帳』ミロコ マチコ/著（ブロンズ新社） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『ペットを愛した人たちがペットロスについて 

語ったこと』サラ・ベイダー／著（フィルムアート社） 


